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今年もカナダでディスプレイ関連の国際会議 SID2013 が開催され、フレキシブル有機 EL ディ

スプレイの開発動向の発表が相次いだ。ガラスベースのディスプレイは大型化が進むものの、液

晶との差別化に苦しんでいる。一方、ガラスではなく、薄いプラスチックフィルムを基板とした

フレキシブル有機 EL ディスプレイが実現できれば、明確に液晶との差別化が図れる。我々もフ
レキシブル有機 EL ディスプレイの実現を目指して、有機半導体を用いたバックプレーン作製の

基盤技術の研究を進めている。つまり、基板にプラスチックフィルム、バックプレーンが有機 TFT、

フロントプレーンが有機 EL から成るオール有機デバイスである。オール有機のメリットは、そ

の作製が“低温”と“印刷”に帰着する。このことは、省エネで環境に優しい製造法であるとと

もに大面積化と低コスト化を容易にすることを意味する。本講演では、まず、この分野の最新技

術動向を紹介するとともに基盤となる要素技術について述べる。次に、我々の研究、特に有機 TFT
を用いたプラスチック上へのバックプレーン試作の状況と課題について述べ、最後に、印刷法に

よるパネル作製の現状とその展望について述べる。 

最近のバックプレーン開発の動向として、IGZO に代表される酸化物 TFT を用いる例が増えて

いる。従来の LTPS で作製するシリコン TFT よりは低温で作製できるためである。また、a-Si に

比べると移動度が 10倍以上も稼げるメリットがある。一方で、パネル内での特性バラツキや閾値

電圧シフトなどの課題も多い。これに対して、有機 TFTの課題は移動度の改善は勿論のこと、如
何にしてフォトリプロセスでプラスチック上に実用的な解像度で集積化できるかである。溶剤や

熱に対する耐性が低い有機半導体をその本質的な性能を保持したまま集積化するのは容易ではな

い。まして、チャネル長が 5µmレベルとなると、電極と有機半導体界面のコンタクト抵抗の影響

でその性能は著しく低下する。例えば、標準的な有機半導体であるペンタセンの場合、チャネル

長が 5µm でのボトムコンタクト型構造では、高々0.1cm2/Vs 程度が限界である。また、コンタク

ト抵抗の問題だけでなく、下地となる高分子絶縁層表面の粗さも特性に重大な影響を及ぼす。有

機 EL に高効率発光のリン光材料を用いることで有機 TFT の低移動度を補うことができる。チャ

ネルの構造にも依るが、移動度が 0.1cm2/Vs レベルであってもパネル輝度として 100cd/m2を得る

ことが可能である。勿論、解像度が高くなると高い移動度が必要となる。 

将来的には、フレキシブルディスプレイも印刷法での製造に移行することは明白である。その

場合、配線や電極も印刷法で形成することになるが、その中間段階では、部分的に印刷法を導入

することになると思われる。当日は、我々が進めている印刷法での高移動度有機 TFTバックプレ
ーン作製についても述べる。 

	
 本講演で紹介する研究内容は JST地域卓越プログラムの支援を受けたものである。 
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